
壷 。甕 。高郷の破片が多い。丹塗 りの壷の体部 (1468)が 1点出上している。石器は打製石鏃

石匙・スクレイパー・磨石・剥片・石核 (黒曜石)が出上している。
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第 79図 SA-114・ 115 遺構実測図
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1:暗灰色± 2:暗褐色± 3:褐色土

285.5m

0       2m

第 80図 SA-128。 127 遺構実測図

SA-18(第 97図、図版 30。 31・ 140)

3,7× 3.8mのほぼ正方形を呈し、床面までの深さは 60 cmを 測る。柱穴は 8個あり、径 15～ 30

cm、 深さは 10～ 55 cmを測る。床は平均 10 cmの 貼床がみられる。出土遺物は縄文上器が数点と、

土師器の壷・甕・高邪の破片が多く、丹塗 りの小型壷の体部 1点が出上している。また、北東壁の

ほぼ中央、検出面レベルで勾玉が出土した。この勾玉は、長さ 3.2 cm、 厚さ2mmの扁平な形をし

ており、その形状から攻状耳飾であつたものを、再加工して作られたものと思われる。石器は打製

石鏃が出上している。

SA-19(第 98図、図版 32・ 140。 141)

南東隅を撹乱によって切られている、東西 3.8m、 南北 4mの方形住居である。床面までの深さは

40 cmを 測 り、柱穴は 3個で径 24～ 34 cm、 深さ32～ 48 cmを 測る。出土遺物は縄文土器が数点と、

J

Ｏ
　
　
ｆＡ
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0       2m

第 81図  SA-01 遺構実測図

土師器の壷・甕・高邦の破片が中心で、

丹塗 りの高不の口縁部が 1点出上して

いる。石器は打製石鏃 。石匙・スクレ

イパー・剥片が出土している。

SA-20(第 99図、図版 32・ 33・

141)

不整形を呈する住居である。末面ま

での深さは40 cmを測る。柱穴は径 18

～ 30 cmで、深さは25～ 40 cmである。

出土遺物は縄文土器数点と、土師器の

甕の口縁部がある。

SA-23(第 100図、図版 33・ 34・

142・ 143)

南北 5～ 5。 5m、 東西 5.1～ 6,3mの

方形を呈し、東側にベッド状遺構を有

する。検出面からの深さは、ベッド上

面で 10 cm、 床面までは40 cmを

測る。柱穴は径 20～ 30 cm、 深

さ20～ 50 cmを測る。遺物は縄

文土器が数点と、土師器の甕・

壷・高邦が主に出上している。

1578は甕で、口径 30 cm、 器高

29,6 cmを 測る。器壁が薄く、胴

部に外面から錐状工具での穿孔

が複数みられる。丹塗 りの壷の

口縁と高邦の脚が出上している。

また、須恵器の破片 1点が出土

している。石器は打製石鏃・石

匙・石錐 。石核 (頁岩・黒曜

石・チャート)が出上している。

SA-24(第 101図 、図版

34・ 35。 143)

0   1m

―
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第 82図 SA-02 遺構実測図

6.1× 5.4mの長方形を塁する。床面までの深さは80 cmを測る。柱穴は径 22～ 32 cm、 深さは26

～ 58 cmを測る。遺物は縄文土器が数点と、土師器の壷・甕・高郵を中心に多量に出上している。
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③③  ◎
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第 84図 SA-04 遺構実測図

1643は高郷を転用した輪の羽口で

ある。石器は、打製石鏃 。磨製石

鏃・石匙 。磨製石斧 。二次加工の

剥片・石核 (黒曜石・チャート)。

侃帯状砥石 (4647)が 出上してい

る。住居内から北東隅と北西隅に

上坑が検出されたが、遺物は出土

しなかつた。

SA-25(第 102図、図版 35。

144・ 145)

南北 5.2m、 東西 4.8mの西半

分が隅丸の住居である。中央南側

に炉を持つ。床は貼床で検出面か

らの深さは48 cmを 測る。貼床は

薄いところでは 5 cmで平均 10 cm

である。出土遺物は縄文土器が数

点と、土師器の壷・甕・不・高邪

が主である。丹塗 りの壷の口縁が

出上している。石器は西壁付近か

ら攻状耳飾が出土したほか、打製

石鏃、石匙、石錐、磨製石斧、石

核 (黒曜石 )、 台石が出土してい

る。

SA-26(第 103図、図版 36・

146)

南北 4.5m、 東西 5.lmの長方形

を呈する住居である。床は貼床で

検出面からの深さは、58 cmを測る。

貼床の厚さは20 cmである。柱穴は

径 20～ 34 cm、 深さ20～ 70 cmを

測る。出土遺物は縄文土器数点と、

土師器の壷・甕・高邪が主である。

石器は石匙・スクレイパー・台石

が出上している。

1:晴褐色砂質土
5:褐色粘質土

4:黒褐色上
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285.5m

第 85図 SA-05 遺構実測図

0       2m

第 86図  SA-06 遺構実測図

SA-27(第 119図、図版 37・ 147)

4。 2× 4.6mの長方形を呈する住居である。

床は貼床で厚さ 10～ 20 cmを 測る。検出面か

ら床面までの深さは 50 cnを測る。柱穴は 7個

で、径 16～ 30 cm、 深さ30 cmを測る。出土遺

物は縄文土器数点と、土師器の壷 。甕・高不

が主で、丹塗 りの壷の口縁、高邪の邪部、脚

部が出上している。石器は打製石鏃・磨製石

鏃・スクレイパーが出上している。

SA-28(第 120図、図版 37・ 38・ 148)

南北 4.8m、 東西 5mの方形を呈し、床面ま

での深さは54 cmを 測る。柱穴は 1個で、径

30 cm、 深さ20 cmで ある。遺物は少ないが、

縄文土器数点と、上師器の壼・甕 。高郷が出

土 してぃる。石器は打製石鏃・石匙・石核

(チャート)。 台石が出上している。

SA-29(第 121図、図版 38・

39・ 148)

東西 6.2m、 南北 5mの長方形を呈

し、床面までの深さ36 cmを測る。柱

穴は4個で径 20～ 28 cm、 深さ40

～ 65 cmを測る。遺物は縄文土器が数

点と、土師器の壷・甕・邪・高郷が

出土している。また、丹塗りの高邪

が 1点出上している。石器は打製石

鏃・スクレイパー・二次加工のある

剥片 。打製石斧・石鍬が出上してい

る。

SA-30(第 122図、図版 39・

149・ 150)

4.4× 4.2mの 2段掘りの住居で、床面までの深さ50～ 68 cmを測る。柱穴は径25 cnで深さ30～

55 cmを測る。遺物は縄文土器が数点と、土師器が多量に出土しており、器種は甕・高郷がみられる。石

器は打製石鏃が出上している。
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・
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0       2m

SA-31(第 122図、図版

10。 150)

4.8× 5m、 検出面から床面

までの深さ62 cmを測る。柱穴

は径 26～ 30 cm、 深さ30 cm

を測る。遺物は土師器が出土

しており、器種は甕・壷・高郷

がみられる。

SA-33(第 123図、図版

40)

4.1× 4mの方形を呈し、床

面までの深さは38 cmを測る。

出土遺物は縄文土器が数点と、

土師器の壷・甕・高邪が主で

ある。 1922は 邪で、 口径

13.8 cm、 器高 6,7 cmで外器面

に丹が塗ってある。石器は打製石

鏃・磨製石鏃・石皿が出上している。

SA-34(第 124図、 図版 40。

41。 151)

4.1× 3.7mの方形を呈し、床面ま

での深さは 55 cmを測る。柱穴は2個

で、 径 16ハツ24 cm、 深さ30-38 cm

である。遺物は縄文土器が数点と、

土師器の壷・甕・高郵が主に出上し

ており、石器は打製石鏃・石核 (黒

曜石)力 S出上している。

SA-36(第 125図、図版 41・

152)

4.1× 4mの方形を呈し、検出面か

ら床面までの深さ40 cmを測る。柱穴

は2個で、径 18 cm、 深さ 14～ 24

＝
に

十

日
〇

Ю
OO
R

285.Om

第 91図 SA-08 遺構実測図

cmを測る。遺物は縄文土器が数点と、土師器の壷・甕 。高郷が主に出上し、丹塗 りの高不の脚が 1点

出土してぃる。石器は打製石斧と石核 (黒曜石)力 S出上している。
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・
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285。5m

第 90図 SA-07 遺構実測図

1:暗褐色砂質± 2:暗褐色± 3:褐色± 4:黄褐色土
5:暗褐色粘質土 α:攪乱

0   1m

―
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1:暗褐色土

2:褐色土

第 92図 SA-09 遺構実韻1図

SA-37(第 126図、図版 41。 42・ 152・ 153)
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0       2m

第 93図 SA-10 遺構実測図

1:暗褐色± 2:褐色± 3:暗褐色± 4:明赤褐色土
5:暗褐色土 α:攪乱

第 94図 SA-14 遺構実測図

285.5m

3.9× 3.5mの長方形を呈し、検

出面から床面までの深さ38 cmを測

る。遺物は土師器の甕を中心とし

て、壷、高邪が出土し、丹塗 りの

壷の体部が 2点ある。1976は甕で、

口径 22.6 cm、 器高 22.8 cmを測る。

石器は台石が出上している。

SA-38(第 127図、図版 42・

154)

4.4× 4.3mの方形の住居で、床

面までの深さは63 cmを測る。柱穴

は径 22～ 28 cm、 深さ26～ 36 cm

である。遺物は少ないが、縄文土

器が数点と、土師器が出上し、丹

塗りの高郷の邪部が出土している。

石器は打製石鏃・磨製石斧・石匙

が出上している。

SA-39(第 128図、図版 42・

43・ 153)

1辺が 3,3mの方形を呈する住居

で、床面までの深さは40 cmを測る。

柱穴は 5個で、径 20～ 40 cm、 深

さ 18～ 120 cmを測る。出土遺物は

少ないが、縄文土器が数点と須恵

器の甕の破片が 1点出土している。

SA-40(第 129図、図版 44・

153)

2,8× 2.3mの方形を呈し、検出

面から床面までの深さは 28 cmを測

る。柱穴は2個で、径 20～ 30 cm、

深さ40 cmを測る。出土遺物は、土

師器が数点と須恵器の甕の破片 1

点と、打製石鏃・石錐が1点ずつ

である。
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285,5m

SA-41(第 130図、

図版 43・ 154)

推定で 3.4× 2,75mの

方形を呈し、廉面までの

深さ54 cmを 測 る住居で

ある。柱穴は 3個で、径

20-24 cm、  ヱ祭さ40 cm

を測る。出土遺物は土師

器数点と、石匙・台石が

各 1点である。

SA-43(第 131図、

図版 45。 155)

3.76× 3.84mの方形

を呈し、床面までの深さ

イま62 cmを測る。柱穴は径

18～ 38 cm、 深さ 20～

30 cmを測る。遺物は糸亀文

土器が数点と、土師器の

壷 。甕・高郷が多く出土

しており、石器は打製石

鏃 。磨製石鏃・石匙・石

錐が出上している。

SA-44(第 132図、

図虚克45。 46。 155。 156)

南 北 3.lm、 東 西

3.4mの方形を呈する 2

段掘 りの住居である。床

面までの深さは 52 cmを

測る。柱穴はない。遺物

は少量で、縄文土器が数

点と、土師器の丹塗 りの

高郷の郷部が出上してい

る。また、須恵器の甕の

破片が 1点 出土 してい

J

第 95図 SA-16 遺構実測図

0  1m

―

第 96図 SA-17 遺構実測図
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1:暗褐色砂質± 2:暗褐色± 3:暗黄褐色± 4:黒褐色± 5:褐色・黄褐色土

③   °

◎ 。

①   ◎ ◎

⑧

る。石器は打製石鏃・石

匙・石錐・磨製石斧 。石

核 (黒曜石)力 S出上して

いる。

SA-45(第 148図、図

励見46。 157)

5,4× 6mの方形を呈

し、東壁から南壁にかけ

てベッド状遺構を有する

住居である。検出面から

床面までの深さは 40 cm

を測る。出土遺物は少量

で、石器は磨石が出上し

ている。

SA-46(第 149図、

図版 44・ 157)

3.52× 3mの住居で、

検出面から床面までの深

さは 36 cmを 測 る。柱穴

は 1個で、径 32 cm、 深

さ44 cmを測る。出土遺

物は少量で、縄文土器が

数点と上師器が出土して

いる。石器はスクレイパ

ーが出上している。

SA-47 (第 150図、

図版 47。 157・ 158)

南北 4.5m、 東西 4～

4.7mの方形を呈する住

居である。床面までの深

0   1m

―
第 97図 SA-18 遺構実測図
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‖暗褐色砂質± 2:暗褐色± 3:黒褐色± 4:褐色粘質±     0       2m

第 98図 SA-19 遺構実測図

さ56 cmを 測る。柱穴は径 20～ 40 cm、 深さ22～ 30 cmを 測る。出土遺物は縄文土器が数点と、土師

器が壷・甕・高不を中心にして多く出上しており、弥生土器も僅かながら出土している。石器は打製

石鏃・石匙・スクレイパー・剥片・敲石が出土している。

SA-50(第 47図、図版 47・ 48・ 158)
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1:暗褐色砂質± 2:褐色± 3:黒褐色± 4:褐色粘質土

0   1m

―

285.5m

第 99図 SA-20 遺構実測図

第 100図 SA-23

形を呈し、床面までの深さは80 cmを測る。

I区西壁に検出された住居で、 1辺 4mの正方

形を呈する。検出面から床面までの深さ64 cmを

測る。また、床面に径 1.4m、 深さ24 cmの 円形

の穴がみられる。この穴は、壁際に掘 り込みが

みられ、断面に幅 6 cmの炭化物が確認されるこ

とから、板状のものを壁に貼 り付けていたよう

に思われる。出土遺物は少ない。

SA-52(第 151図、図版 48。 49・ 159。 160)

南北 4.5m、 東西 4,3mの方形を呈し、検出面

から床面までの深さは 30 cmを 測る。柱穴は 2個

で、径 18～ 32 cm、 深さ40 cmを 測る。住居内か

らは、土師器の壷・高邪が多 く出上してお り、

コップ型土器が 1点出上している。また、住居

中央部西側の柱穴に南接するピットの底から、

ほぼ完形の丹塗りの鉢 (2178)ん 出ゞ上した。石

器は、打製石鏃・磨

製石鏃・石包丁・ス

クレイパーが出土 し

ている。

SA-54(第 152図、

図版 49・ 160)

3.26× 3.96■1の

方形を呈 し、検出面

から床面までの深さ

は 34 cmを 測る。柱穴

はない。出土遺物は、

小 型 の壷 を中心 に

甕・高郷・台付鉢が

ある。石器は台石が

出上している。

性_学  SA-55第 153図、
図版増 。50。 1∞ 。161)

遺構実測図          3.54× 3,7mの方

住居の南東壁の中央部には幅 90 cm、 長さ 96 cmの突出
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第 101図  SA-24 遺構実測図

した部分があり、おそらく入り口と思われる。床は貼床で、厚さ 10～ 20 cmを測る。柱穴は径 14～

28 cm、 深さ24～ 38 cmを測る。出土遺物は高邦を中心として、壷・甕が出土している。石器は石匙が

1点出上している。

SA-56(第 154図、図版 50,161・ 162)

I区の北中央の壁際にかかっていた住居で、検出面から床面までの深さは46 cmを 測る。柱穴は 1

個で、径 28 cm、 深さ 16 cmを測る。遺物は縄文土器が数点と、土師器の壷・甕類が多く、丹塗 りの

壷・鉢が出土している。また、手捏ね土器が 1点出上している。石器は石匙・磨石・石核 (黒曜石)

力S出土している。
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厚いところでは26 cmを 測る。柱穴はない。柱穴検出の際、貼床を剥いで

いたところ、住居の南東隅に径 1,2m、

深さ64 cmの 上坑を検出した。遺物は

縄文土器が数点と、土師器の壷・甕・

高不を中心に多量で、丹塗 りの壷
。高

邦の破片が出土している。また、須恵

器の不が出上している。石器は、打製

石鏃・磨製石鏃・石匙・打製石斧・磨

製石斧・石核 (黒曜石)が出上してい

る。

SA-60(第 156図、図版52・ 165・ 166)

2.5× 2.6mの方形を呈し、床面ま

での深さは26 cmを測る。柱穴はない。

0     2m出 土遺物は甕が多く、高邪・壷は少量

第 120図 SA-28 遺構実測図
である。丹塗りの壷・高邦の破片が出

土 している。

SA-61(第 157図、図版 53)

2.5× 2.6mの隅丸方形 2段掘りの住居で、床面までの深さは40 cmを測る。柱穴は4個で、径 20

～ 25 cm、 深さ20～ 30 cmを 測る。出土遺物は縄文上器が数点と石核 (黒曜石)1点である。
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第 119図 SA-27 遺構実測図
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SA-62(第 158図、図版 53)

4× 5mの隅丸方形の住居で、床面 まで

の深さは36 cmを 測る。柱穴は 3個で、径

20～ 2 5 cm、 深さ 26～ 35 cmで ある。出

土遺物は少量である。

SA-63(第 159図、図版 53・ 166)

H区の南東隅に検出された住居で、検出

面から床面までの深さは 10 cmを測る。柱

穴は 2個で径 20～ 28 cm、 深さ 36～ 60

cmを測る。出土遺物は甕の口縁のみである。

SA-64(第 160図、図版 52・ 167)

3.4× 3.5mの 方形を呈し、北側が 2段

掘 りの住居である。検出面から床面までの

0  1m

―

285.5m選遜
H む

第 123図 SA-33 遺構実測図

深さは 70 cmを 測る。柱只は 2

個で、径 20 cm、 深さ 20 cmを

測 る。ベ ッド状遺構の規模は

0.5× 1.9mで楕円形を呈 して

いる。出土遺物は縄文土器が数

点と、土師器が壷・甕・高郷が

少量で、石器は打製石鏃・石

匙・凹石 :剥片が出上 してい

る。

SA-65(第 161図、図版 54・

167)

第 124図 SA-34 遺構実測図

0  1m  南北 2.9m、 東西 3,lmの方

― 形を呈する2段掘 りの住居で、

床面までの深さは40 cmを 測り、

柱穴はない。ベッド状遺構の規模は 1.8× 2.7mで ある。出土遺物は少量で、石器は台石が出土し

ている。

SA-67(第 162図、図版 54・ 167)

南北 3.2m、 東西 4.3mの方形住居で、柱穴はない。出土遺物は非常に少なく、打製石鏃・砥石が

出上している。

SA-72(第 163図、図版 55。 168)

そのほとんどを撹乱によつて破壊されている住居である。住居の中央と思われる部分に径 30 cm、
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1:暗褐色砂質± 2:暗褐色± 3:褐色土 α:攪乱 深さ 8 cmの窪みがあるが火を使った形

跡はみられない。柱穴は 2個で径 10

cm、 深さ 2 5 clnを 測る。出土遺物は、

壷 。甕を中心 とした上器が少量であ

る。石器は石匙が出土している。

SA-73(第 164図、図版 168)

Ⅲ区の西壁際に検出された住居であ

る。詳細は不明で、柱穴が 1個である。

出土遺物は少なく、土器が数点と磨製

石鏃が 1点出上している。

獣 ―秘 併封65図、図版 55。 168・ 1691

西側を風倒木によって破壊されてい

る住居で、南北 3.4mを測る。床面ま

での深さは40 cmを 測る。住居中央東

よりに長径 lm、 短径 0.35mの楕円形

を呈する窪みがみられる。出土遺物は

少ないが、縄文土器が数点と須恵器の

壺の破片が出上している。

SA-75(第 60図、図版 56・ 169)

SA-76を 切っている住居で、方形

を呈し、 6× 7m、 検出面より床面ま

での深さ 40 cmを測る。柱穴は 6個あ

り、径 20～ 60 cm、 深さ25～ 55 cmを

測る。遺物は縄文土器が数点と、土師

器の甕が多 く出土しており、須恵器も

数点出上している。石器は石匙・石錐

が出上している。

SA-78(第 189図、図版 57・ 58・

聟    59・ 170)

SA-79に 切 られている、推定で

≡≡蚕蓮≧重≡≧垂正三三茎垣∠≡≡285.Om

第 125図 SA-36 遺構実測図
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第 126図 SA-37 遺構実測図

習

召  4× 3.8mの方形住居である。床面ま

での深さは40 cmを 測る。柱穴は 2個

で、径 20～ 38 cm、 深さは20 cmを 測る。遺物は多く、土師器の高郷 。甕を中心とした土師器が多

量に出上している。石器は打製石鏃・砥石が出土している。
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SA-79傍 鶏89図、図版 57・

58。 59。 170・ 171)

推定で 5× 4.8mの 2段掘 り

状の方形住居である。床面まで

の深さは 40 cmを測 る。柱穴は

径 20～ 30 cmで 、 深さは30 cm

を測る。住居中央付近には炭化

した木片があり、穴は検出され

なかつたが、炉の可能性をうか

がわせる。遺物は、縄文土器が

数点と、土師器の壷・甕を中心

とした上師器が多 く出上してお

り、石器は打製石鏃が出上して

いる。

SA-80併 489図、図版 57・

58・ 59・ 171・ 172)

］
―

第 127図 SA-38 遺構実測図

SA-79を 切つている住居で、方形を呈し、規模は 4× 4.5mである。床面までの深さは40 cm

を測る。柱穴は径 25～ 35 cm、 深さは30 cmを 測る。遺物は、縄文土器が数点と、土師器が多く出

上しており、甕・高不が多量に出ている。

SA-83(第 190図、図版 60。 172)

Ⅲ区の北壁にかかっている方形を呈する住居で、推定で 4.2× 5mを測る。床面までの深さは40

cmを 測る。柱穴は 2個で、

径 30～ 35 cm、 深さ30 cm

を測る。出上遺物は縄文土

器が数点と弥生土器・土師

器があり、石器は砥石が出

上している。

SA-85(第 191図、図

励鷲60。 172・ 173)

4.1× 3.6mの 方形を呈

する南に突出部を持つ住居

で床面までの深さは 40 cm

を測る。柱穴 |ま径 15～ 35

cm、 深さ40 cmを 測る。遺

| ｀

争      霞 ま
1:暗褐色砂質± 2:暗褐色± 3:黒褐色土 α:攪乱

第 128図 SA-39 遺構実測図
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第 129図 SA-40 遺構実測図

1 9 1科

第 131図 SA-43 遺構実測図

第 130図 SA-41 遺構実測図

導

第 132図 SA-44 遺構実測図

串 ヾ

物は高郷・壷を中心とした土師器が多く出上している。

SA-86(第 192図、図版 60・ 173)

6.2× 6.6mの方形を呈する住居である。検出面から床面までは 30 cmを 測る。柱穴は径 20～ 40

cm、 深さ30 cmを測る。遺物は縄文上器が数点と、壷・甕・高郵を中心とした上師器、石器は石錐、

石核 (黒曜石)力弐出土している。

SA-88(第 193図、図版 61・ 174)

Ⅲ区の東壁際に検出された、方形を呈すると推定される住居である。床面までの深さは 20 clnを

測る。柱穴は径 15～ 30 cm、 深さ 30 cmを 測る。出土遺物は少ない。

SA-89(第 194図、図版 61。 174)

3.2× 4mの不整形を呈する住居で、床面までの深さは 30 cmを 測る。柱穴は径 28～ 35 cm、 深さ
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45 1:暗灰褐色± 2:暗褐色砂質土

I暗褐色砂質± 2:黒褐色± 3:掲色土

第 148図 SA-45 遺構実測図

α:攪音し
20 cmを 測る。遺物は縄

文土器が数点と、甕を中

心とした土師器、石器は

石匙が出上している。

SA-90(第 195図、

図版 )

東西 3.2m、 南北2.8m

の不整形を呈する住居で

ある。柱穴は2個で径 20

～対 孤 深さ、20～ 50cm

を測る。出土遺物は少な

い。

SA-91(第 196図、

図励鷲62・ 63。 174・ 175)

Ш区北壁際に検出され

た、方形を呈すると推定

される2段掘 り状の住居である。床面までの深さ

はベッド上面までは 30～ 40 cm、 床面までの深さ

は80 cmを測る。柱穴は径 15 cm～ 30 cm、 深さは

60 cmを 測る。出土遺物は、縄文土器が数点と土

師器が多く、器種としては壷・甕 。高邦・ミニチ

ュアがある。また、住居中央部、床面から 15 cm

ほど浮いた状態で須恵器の大甕が出土し、接合、

復元をした結果、口径 46.4 cm、 最大胴径 74 cm、

4:暗褐色粘質土

SA-46

0   1m

―

器高 104 cmを測る。石器は磨石・スクレイパーが
第 149図 SA-42,46 遺構実浪I図

出上している。

SA-93(第 197図、図版 63・ 64・ 175)

Ⅲ区の北壁にかかっている方形を呈すると思われる住居である。検出面から床面までの深さは70

cmを 測る。柱穴はないが床面に径 1.2mの 円形の上坑が検出された。出土遺物は、甕・壷を中心と

して上師器が多量に出土しており、石器は磨製石鏃が出土している。

SA-95(第 198図、図版 64。 176。 177)

3,6× 5mの西壁の中央部に長さ 1.4m、 幅 0.4mの突出部をもつ方形の住居である。床面までの

深さは20～ 30 cmを測る。柱穴は、径 20～ 40 cm、 深さ20～ 30 cmを 測る。出土遺物は土師器が数

点出上しており、器種は甕・高邦・壷・台付鉢がある。石器は磨製石斧・台石が出土している。

日

Ю
．
Ю
∽
ミ

5:暗褐色砂質± 6:褐色砂質± 7:褐色上
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第 151図 SA-52

0   1m

―
遺構実測図

SA-97(第 199図、図版 65。 178)

Ⅳ区の北壁際に検出された住居である。西側を撹乱によって破壊されている。柱穴は 3個で、径

20 cm、 深さ 20～ 40 cmを 測る。遺物は、縄文土器が数点と、弥生土器と土師器が出上 してお り、

器種は甕・高野がある。
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SA-98 (第 200図、 図版 65・ 66・ 178)

Ⅳ区の南壁際に検出された住居で、東側を大きく

攪乱によって破壊されており、詳細は不明であるが

西側に突出した部分のみられる住居である。柱穴は

6個で、径 20～ 38 cm、 深さ 50～ 57 cmを 測る。

遺物は少ないが、弥生土器と土師器が出上しており、

石器では打製石鏃が出上している。

SA-100(第 201図、図版 66。 179)

3.9× 4.2mの方形を呈する住居である。床面まで

の深さは 55 cmを 測 り、柱穴は、径 20～ 30 cm、 深さ

20～ 55 cmを測る。遺物は少ないが、土師器の壷 。

l    o    lm

―

第 152図  SA-54 遺構実測図   
高郷が出上しており、石器では砥石が出上している。

SA-101(第 202図、図版 67・ 179。 180)

7.4× 8.lmの方形を呈する2段掘りの住居である。検出面からベッド上面までは40 cm、床面まで

は50～ 60 cmを測る。柱穴は、径20～ 34 cn、深さは40～ 60 cmを韻Jる。遺物は縄文土器カリ数点と、土

師器が多量に出上しており、器種は甕・壼・高郷がある。石器は台石が出上している。

SA-102(第 202図、図版 67・ 68・ 180)

4.5× 5。 lmの方形を呈する住居で

ある。住居中央部は長径 2.6m、短径

1.9mの楕円形を呈するテラスにな

つており、検出面からテラス面まで

は50 cmを 測る。床面までは 70 cmを

測る。貼床が施されてお り、厚さは

10 cmを測る。本I穴は、径 20 cm、 深さ

Alは 20～ 50 cmを測る。住居内中央に

は径 90 cm、深さ 10 cmの掘 り込みが

あり、炉と思われる。遺物は壺・高不

第 153図  SA-55 遺構実測図

を中心とした上師器が大量に出土し

ており、石器は磨石・砥石・台石が

出上している。

SA-106(第 203図 、 図版

68・ 69。 182)

SA-107を 切っている4.5× 4.6m

の方形を呈する住居で、床面までの
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1:淡茶褐色± 2:黒褐色± 3:茶褐色± 4:淡黄褐色土

1:茶灰色± 2:黒色± 3:茶褐色± 4:暗灰色± 5:淡黄褐色土
6:淡黒灰色± 7:黒灰色± 8:淡茶褐色土

0       2m

第 155図 SA-59 遺構実測図

第 154図 SA-56 遺構実測図

0

深さは30 cmを測る。柱穴は径 20

cm、 深さ 18 cmを 測る。遺物は弥

生土器が出上 してお り、器種は

壷 。甕がある。

SA-107(第 203図、図版 68。

69。 182・ 183)

SA-106に 西壁から北壁を切

られており、詳細は不明であるが、

推定で 3× 3mの方形を呈する住

居で、床面までの深さは40～ 50

cmを測る。遺物は弥生土器が出土

してお り、器種は壷・甕がある。

石器は石包丁が出上している。

SA-108(第 204図、図版 70)

北東隅を切られている住居で、

規模は 3.3× 3.4m、 床面までの深
第 156図 SA-60 遺構実測図

さは30 cmを測る。柱穴は径 20～ 30 cm、 深さは 20～ 30 cmを 測る。遺物はない。

SA-109(第 205図、図版 70・ 182・ 184)

SA-112に よって切られており、推定で 4.8× 4.9mの方形を呈する住居である。床面までの深さ

は40 cmを 測る。柱穴は径 26～ 56 cm、 深さ30 cmを測る。遺物は少なく、土師器が数点と台石が 1
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WO'ラ 8τ 点出土している。

SA-110(第 206図、図版 71・ 184・ 185)

5.4× 6.2mの方形を呈し、2段掘りの方形

住居である。検出面からベッド上面までは

60 cm、床面までは70 cmを測る。住居内の中

央南よりの部分に土坑が検出され、多くの遺

物が出上した。遺物は縄文土器が数点と、弥

生土器・土師器が多く出土しており、器種は

壷・甕が主体である。石器は磨製石鏃・打製

石斧。磨製石斧・砥石・台石が出上している。
第 157図  SA-61 遺構実測図

111

=三
土三三基==ギーr========r■__………284.5m

第 159図 SA-63 遺構実測図

第 158図 SA-62 遺構実測図

SA-111(第 207図、図版 71・ 186)

2.8× 4.3mの方形を呈する住居で、床面までの深さは 20 cmを測る。柱穴は20～ 50 cm、深さは25

～ 30 cmを測る。遺物は非常に少ない。

SA-112(第 205図、図版 70・ 186)

5.5× 5,8mの方形を呈する住居で、床面までの深さは 50 cmを測る。柱穴は径 20～ 30 cmで、深さ

は 30～ 50 cmを 測る。遺物は少なく、土師器が数点出上している。また、住居中央から北よりの部

分の床面直上に切子玉が出上している。
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一

第 160図  SA-64 遺構実測図

285,Om

第 161図  SA-65 遺構実測図

0        2m

第 164図  SA-73 遺構実測図

第 162図 SA-67 遺構実測図

285,Om

0   1m

―
第 163図 SA-72 遺構実測図

SA-115(第 75図、図版 72。 186)

1辺 6.5mの方形を呈する住居である。検出面

から床面までの深さは40 cmを 測る。柱 /~Rは 4個

で、径 20～ 30 cm、 深さは20～ 40 cmを測る。遺

物は少なく、土師器が数点と、石器は打製石族・

磨製石鏃が出土している。
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第 165図 SA-74 遺構実測図

SA-116(第 208図、図版 72・ 187)

西側を撹乱によって破壊されている方形を呈する住居で現況では3.2× 2.4mを測る。床面までの

深さは 10 cmを 測る。柱穴は7個で径20～ 38 cm、 深さは20～ 40 cmを測る。出土遺物は非常に少な

く、石器は砥石が出土している。

SA-117(第 208図、図版 73・ 187)

SD-17・ 18に切られているが、現況で3,7× 4.4mの方形を呈する住居である。柱穴は2個で、

径 25～ 30 cm、 深さは25～ 38 cmを測る。出土遺物は非常に少ない。

SA-118(第 223図、図版 187)

SD-17・ 18に切られており、また南側を撹乱によって破壊されている住居である。柱穴は2個で

径 20～ 40 cm、 深さ40 cmを測る。中央に90× 60 cm、 深さ 10 cmの炉と思われる窪みがある。出土

遺物は少ない。

SA-120(第 224図、 図版 74・ 187・ 188)

7.5× 7.6mの ほぼ正方形を呈する住居で、北半分から東側にベッド状遺構を有する。検出面か

らベッド上面までは20～ 30 cm、 床面までは25～ 30 clnを 測る。柱穴は、径 15～ 30 cm、 深さ 10～

70 cmを 測る。遺物は縄文土器が数点と、土師器の高不・甕・壷を中心に多量に出土しており、石器

は打製石鏃・磨石・石核 (チャート)が出上している。

SA-121(第 225図、図版 74・ 189。 190)

東西 5,8m、 南北 4.8mの方形を呈する住居である。検出面から床面までの深さは40 cmを測る。

柱穴は6個で、径 20～ 30 cm、 深さは20～ 30 cmを 測る。遺物は、土師器の甕が多く出上しており、

石器は打製石鏃・石匙・石包丁が出上している。

|ll
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第 173図 SA出 土遺物実測図 (62)2404～ 2409:SA‐ 60、 240～ 248:SA‐62、 24Ю ,2421 iSA‐63、 2420,路22～ 2425iSA‐64

-145-

2421

≫

２４２４

／
２４２３



単
2427

４

ユ

【

Ⅵ

Ц

珀

ヽ

２４３

2435

2436

′
ノ
～
＼

邪    喩
2440

」 M止 冒
2430                2431                 2432

2442

0           10 cm

2447

2451                                  '

第 174図  SA出 土 遺 物 実 測 図 (63)2426～ %351SA‐64、肌36～囲 8・雅 I`み鯉 ISA‐ 65、郷 9.2卿
,2443～ 24471SA‐ 67、2X48～盟ViSA‐68

-146

独

２４４４

～

４４６



了 Tフ 7`

2459

プ

ヨ フ
2463

/

ノ
２４６６
〉ヽ     /

2456

４５３２

2461

2476

0           10 cm

第 175図  SA出 土遺物実測図 (64) Z酬 ～%醜 :SA‐ 68、2455～拠髄:SA‐72、閉65～ 2467:SA‐ 73、 2468～ 24硲 :SA‐ 74

-147-



ん〃刻捌
　
　
″
一２４７８
ｕ

‐
＼

容~/~ヽ
2477

彎
２４８０

ゝ

か

４８４

0           10 Cm

指

２４９３

第 176図 SA出土遺物実測図 (65) 2477～ 2481:SA-74、 2482′Ψ24931SA-75

-148-



2499

潮‖ぼ

守刊 ″

５０９

〈

FF=========号 :::g]::ξ
]「

~~~~… ………………………………

i子ィ:4

/了 壽 π髪刻

第 177図 SA出土遺物実測図 (66)

-149-

2494-2506:SA‐ 75、 2507-2515:SA-78



＼

Ⅷ

ヽ   |
2521

0           10 cm

2527

2516

ノ
２５３５

第 178図 SA出土遺物実測図 (67)

-150-

2516-2528:SA‐ 78、2529-2548:SA‐ 79



2544
2546

2545

2549

＼d矛

2554

10 cm

2556

Mをυυじ                                 2559
Pも ヽ  

超

7
2561

べξ
F〔

i===============民

「
(I↑↑TTT「|~~~~~~~~~―
…―……………………………

ii子′4:1 為 て

2560

|||||‖
||||||||||||‖

|||||

2544～ 2557:SA‐79、 2558・ 2559・ 2561～ 2572 iSA‐ 80、 25601SA-83

-151-

第 179図 SA出土遺物実測図 (68)
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第 183図  SA出土遺物実測図 (72)
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1-1:暗褐色砂質± 1-2:暗褐色土 卜3:褐色土
2-2:褐色± 2-3:黄褐色± 3-1:暗褐色砂質土

0       2m

第 189図 SA-78・ 79・ 80 遺構実測図

SA-122(第 226図、図版 75。 190・ 191・ 192)

3,9× 4.4mの南西隅が隅丸の方形住居で、床面までの深さは30～ 36 cmを 測る。柱穴は2個で、径

20～ 28 cm、深さ46～ 50 cmを測る。南西隅には径 1.3mの土坑がみられる。遺物は土師器の壷・甕・

高邪が多く出上している。

SA-123 (第 227図、 図版 75。 76・ 192)
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SA-124に切られており、推定で 3.7× 4mの方形を呈する住居で、床面までの深さは 30 cmを測

る。柱穴は2個で、径 20～ 25 cln、 深さ20 cmを測る。遺物は少なく、石器は打製石鏃力S出土してい

る。

SA-124(第 227図、図版 76。 192・ 193。 194)

1辺が 6.8mの ほば正方形を呈する住居で、床面までの深さは40 cmを測る。柱穴は径 25 cm、 深

さ 10～ 25 cmを測る。住居中央部には浅い窪みがみられるが、炉として使用された形跡はみられな

声
パ
）
．ぐ
∞
ω
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第 192図  SA-86

0   1   2m

遺構実測図

284.Om

第 198図  SA-88 遺構実測図

い。遺物は、土師器の壷・甕・高イを中心に多量に出上している。石器は打製石鏃が 3点出土してい

る。

SA-125(第 228図、図版 77・ 194)

3.8× 4.lmの方形を呈する住居で、検出面から廉面までは 30 cmを測る。柱穴は径 20～ 38 cm、 深

さ30～ 40 cmを測る。出土遺物は非常に少なく、石器はスクレイパーのみ出上している。
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283.5m

第 194図  SA-89 遺構実測図

1:暗褐色± 5:黄褐色± 9:褐色土
2:褐色±  6:暗灰色上 α:攪乱
3:暗灰色± 7:褐色土
4:褐色±  8:暗灰色土

第 195図 SA-90 遺構実測図

SA-126(第 229図、図版 77・ 194)

2.6× 4.3mの方形を呈する住居で、床面まで

の深さは 20～ 30 cmを 測る。柱穴は 1個で、径

30 cm、 深さ40 cmを 測る。遺物は少ないが、高

邪の割合が多く、高lThを 転用したフイゴが 2点

出上している。石器は打製石鏃が出上している。

SA-128(第 80図、図版 78・ 195)

SA-129を 切つている住居で、南北 3.5m、東

西 3,lmの方形住居で、床面までの深さは40 cm

を測る。柱穴は検出されなかつた。遺物は少な

く、石器は剥片が出上している。

SA-129(第 230図、図版 78。 195)

SA-128に北西隅を切られてお り、北壁に突

出部がみられる2段掘 りの住居で、規模は南北

4.8m、東西 5,8m、 検出面からベッド上面までは

20～ 30 cm、 床面までの深さは 40 cmを 測る。

柱穴は、径 20～ 40団К深さ30～ 60 cmを測る。出

土遺物は少ない。

SA-130(第 245図、図版 79・ 196)

5,9× 7.6mの不整形を呈する2段掘 りの住居

である。検出面からベッド上面までは 50 cln、 床

面までは60 cmを測る。柱/~kは、径 15～ 20 cln、

深さ 15～ 60 cmを測る。遺物は、縄文土器が数

点と、土師器の高不を中心に多量に出上してお

り、石器は石匙・スクレイパーが出上している。
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SA-131(第 246図、図版 79・ 80)

4× 4,4mの方形を呈する住居で、床面までの深さは40～ 45 cmを測る。柱穴は2個で、径 20～ 30(丞

深さ40～ 50 cmを 測る。出上遺物は非常に少なく、石器は石匙・砥石が出上している。

SA-132(第 247図、図版 80・ 81。 197)

遺物は縄文土器が数点と、土師器の壺を中心に多量に出土しており、石器は打製石鏃・剥片・スク

レイパーが出上している。

SA-133(第 248図、図版 81・ 198)

SA-134の北西隅を切つている、南北 4.lm、 東西 5。 lmの方形を呈する住居である。検出面から床

面までの深さは50～ 60 cmを測り、柱穴は4個で、径 18～ 20 cm、深さ 10～ 20 cmを測る。遺物は縄文
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第 196図  SA-91 遺構実測図

0       2m

第 197図  SA-93 遺構実測図

土器が数点と、土師器の壷・甕を中心に出土しており、石器は打製石鏃が出上している。

SA-134(第 248図、図版 81・ 82・ 198。 199。 200)

北西隅をSA-133に切られている、南北 5.8m、東西 4.6mの方形を呈する2段掘 りの住居である。
検出面からベッド上面までは30～ 40m、床面までの深さは50～ 70 cmを測る。柱穴は、径 20～ 30 cm、

深さ30～ 96 cmを測る。遺物は高邪を中心に上師器が多量に出土しており、丹塗 りの壷・高不の破

片が多く出上している。石器は磨製石斧が出土している。

SA-135(第 249図、図版 82・ 200。 201)

径 3.2mの ほぼ円形を呈する住居で、検出面から床面までの深さは30 cmを測る。柱穴は 3個で、
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第 198図 SA-95 遺構実測図

径 20～ 30 cm、 深さ 10～ 40 cmを測る。遺物は縄文土器

が数点と、甕を中心に上師器が多 く出上しており、石

器は打製石鏃が出上している。

SA-137(第 250図、図版 82・ 83・ 201)

4.2× 4.6mの方形を呈する住居で、床面までの深さ

は70 cmを測る。柱/~kは 2個で、径 20～ 25 cm、 深さは

30～ 40 cmを測る。遺物は縄文土器が数点と、甕・壷

を中心に上師器が出上しており、灯明皿が混入して出

上している。

SA-138(第 251図、図版 83・ 84・ 201・ 202・ 203)

5× 5。 2mの方形を呈する住居で、床面までの深さは

40～ 50 cmを測る。柱穴は、径 20～ 25 cm、深さは40～

60 cmを測る。遺物は土師器が多量に出上してお り、

器種は壷 。甕 。高邦がある。
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1:暗灰褐色砂質± 2:暗褐色砂質± 3:褐色± 4:黒色± 5:褐色± 6:褐色砂質± 7:暗灰褐色± 8:暗褐色上
9:褐色± 10:暗褐色± 11:褐色粘質± 12:黄褐色± 13:黒褐色± 14:黒褐色粘質± 15:褐色土 α:攪乱

第 199図  SA-97 遺構実測図

SA-141(第 252図、図版 85・ 204)

東西 3.8m、 南北 5mの方形を呈する住居で、床面までの深さは40 cmを測る。柱穴は4個で、径

20～ 30 cm、 深さ40 cmを 測る。遺物は縄文土器・須恵器が数点と、土師器が多く出上しており、器

種は壷・甕・高邦がある。石器は打製石鏃 。石匙・石核 (頁岩)が出上している。

SA-142(第 253図、図版 85。 205。 206)

南北 5.4m、 東西 4.6mの方形を呈する住居である。検出面から床面までの深さは60 cmを測る。

柱穴は4個で径 20 cm、 深さ20～ 60 cmを測る。遺物は縄文土器が数点と土師器が多量に出上してい

-166-



≡垂≡≡≡垂∃¬置≡7苺≡ゴ苺≡毒要
三≡三Ш

告

凍ぇ

認
ミ

0        2m

第 200図  SA-98 遺構実測図

る。器種は壺・甕・高不があり、 ミニチュアも

出上している。

SA-143(第 254図 )

3.6× 3.4mの方形を呈する住居である。深さ

は 50 cmを測る。柱穴はなく、出土遺物は土師器

の高不が中心で、壷・甕も出土している。

ST-01(第 266図、図版 98)

SA-86以前の構築と思われ、床面で竪坑を

検出した。竪坑は長径 1.8m、 短径 1.2mの楕

円形を呈し、深さは 1.2mを 測る。羨道は長さ

0。 lmしかなく、玄室は平入 り両袖楕円形を呈

し、幅 1.3m奥行 0.84m、 高さ 1.Omを 測る。

閉塞材は遺存せず、板閉塞と思われる。副葬品

はなく、追葬坑もない。

SK-14(第 267図、図版 206)

0   1m

―

第 201図 SA-100 遺構実測図

物は土師器がある。

SK-42(第 267図 )

東西 2.2m、 南北 1,8mの長方形を呈し、深さ 20 cmを 測る。

東西 2.4m、 南北 2.6mの不整形を

呈し、深さ20 cmを測る。

SK-21(第 267図 )

2.2× 1.8mの長方形を呈し、深さ

1,6mを 測る。出土遺物は少ないが、

縄文土器・土師器・スクレイパーが

出上している。

SK-30(第 267図、図版 88。 207)

東西 1.7m、 南北 1.8mの楕円形を

呈し、深さ60 cmを 測る。中央には

径 90 cm、 深さ 20 cmの 掘 り込みが

ある。出上遺物は縄文土器・土師器

んミある。

SK-38(第 267図、図版 208)

東西 3.7m、 南北 2.lmの長方形を

呈し、深さは 50 cmを 測る。出土遺
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遺物は土師器の甕が出上している。
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284.Om

0           2m

第 202図  SA-101。 102 遺構実韻1図

SK-44 (第 270図、 図版 88・ 89。 209)

1.3× 1.5mの 円形で袋状の上坑である。深さは 50 cmを測る。出土遺物は弥生土器・土師器が多 く

出上している。石器は蛇紋岩製の磨製石斧、石鍬・打製石鏃が出上している。

SK-45(第 268図 )

東西 2.6m、 南北 2.4mの方形を呈し、深さ20 cmを測る。

SK-59 (第 268図、 図版 208・ 212)

東西 3m、 南北 4.lmの不整形を呈し、深さ30 cmを測る。出土遺物は弥生土器・土師器がある。

SK-66 (第 271図、 図版 92・ 209・ 210)

日

Ю
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ミ
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第 203図 SA-106。 107 遺構実測図

0        2m

第 204図 SA-108 遺構実測図

西側を後世の攪乱によって切られているが、推定で東西 lm、 南北 1,3mの精円形を呈する土坑で

ある。深さは 57 cmを 測る。出土遺物は多く、弥生土器・土師器が主で、石器は打製石鏃が 1点出土

している。

SK-72(第 269図、 図版 93・ 211)

東西 2.9m、 南北 3.2mの不整形を呈し、深さ45 cmを測る。遺物は縄文土器・土師器が出上して

いる。
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第 205図 SA-109。 112 遺構実測図

SK-76(第 269図、図版 93。 94・ 211・ 212)

推定で長径 2.5m、 短径 2mを測る、深さ20 cmの 楕円形を呈する土坑である。出土遺物は多 く、

土師器の壷を中心に出上している。

SK-79 (第 268図、 図版 94・ 213)

東西 1,2m、 南北 1.45mの 円形を呈し、深さ40 cmを 測る。遺物は多く、土師器が出上している。

SK-109(第 268図、図版 95・ 214・ 215)

東西 1,7m、 南北 1.8m、 深さ40 cmの円形を呈している。出土遺物は、縄文土器・弥生土器・土師

器、石器は磨製石鏃がある。

SK-124 (第 269図、 図版 96・ 97。 216・ 217)

東西 1.4m、 南北 1.5m、 深さ50 cmを測る、円形を呈する土坑である。出土遺物は土師器が主で多

く出上している。

SK-127 (第 268図、 図版 216)
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0   1m
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第 206図 SA-110 遺構実測図

0   1m

―

第 207図 SA-111 遺構実測図

南北 2.2m、 深さ30 cmの 円形を呈している。出土遺物は少なく、土師器が出上した

(第 269図、図版 97・ 217)
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東西 1.3m、 南北 1,8m、 深さ40 cmを測る。出上遺物は多く、土師器の壷・甕・高邪が出上して

いる。

:暗褐色土

SA-116

第 208図 SA-116・ 117 遺構実測図

第 6節 古代 ～中世

金調査区において、Ⅳ a層、もしくはⅣ b層で遺構検出を行った。その結果、掘立柱建物を4棟、

溝状遺構を 19条検出した。覆上は、すべて淡黒灰色上を主とする。

SB-1(第 291図、 図版 98)

梁行 2間 (4m)、 桁行 (7.7m)で 3面 (北・東・西)に廂を有する。主軸方向はN2° Eである。

SB-2(第 292図 )

梁行 1間 (3.4m)、 桁行 (4.9m)で、主軸方向はN4° Eである。

SB-3(第 292図 )

梁行 1間 (1,9m)、 桁行 2間 (5。2m)で、北に廂を有する。主軸方向はN81° Eである。

SB-4(第 292図 )

梁行 1間 (2m)、 桁行 (2m)で、主軸方向はN5° Eである。

SD-17(第 293図 )

幅 32～ 56 cm、 深さ30～ 80 cmで薬研掘 りの溝である。覆土は黒色上である。

SD-18(第 293図 )

幅 30～ 76 cn、 深さ30～ 85 cmで薬研掘 りの溝である。覆土は黒色土である。
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ｐ
◎
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